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ロマンこそ創造の源　
株式会社吉田製作所（山形県長井市）

Manegement

第2回経営
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　常に心から湧き出るロマンを創造の柱として、お
客さまの思いを具現化していく。このことを社是に
掲げ、ニッチな視点からとことん取り組んでいる企
業がある。その企業では省力化機械製作を中心とし
て、精密部品加工、ユニット組立を行い、メーカー
に納めるといったことを業務としている。コスト管
理が困難であったり、生産拠点が海外に移ったりと
地方の中小製造業を取り巻く環境は変化が激しく、
厳しさを増している。そんな中、独自の発想でその
厳しさとリスクを跳ね返す企業がある。それが「株
式会社吉田製作所」（以下、吉田製作所）である。

■経営者としての気付き
　いわゆる「町の製造業」
だった吉田製作所は、厳
しい競争環境の中、独自
の発想により価格競争に
巻き込まれることなく、
堅実に経営を続けてきた。
現会長の吉田功氏が吉田
製作所を創業したのが昭
和48年。その吉田会長に
いろいろと話を聞くこと
ができた。

　景気が良い時代の製造業のやり方はマス生産方式
だったという。いわゆる大量生産であり、発注先か
ら図面をいただき、もくもくと仕事をこなす。しか
しその中で、発注先は価格をたたいてくる。仕事を
取るためには仕方がないが、儲けもない。こんな状
況がずっと続いてきた中で、吉田製作所が生き延び
るために何をしていくべきか。吉田会長の気付きは、
「小さな中小企業に合ったものづくり」を行い、「自
ら価格の交渉ができる仕事」をやっていくべきだと
いうことであった。

■お客さまの思いを具現化する取り組み
　吉田製作所が生き延びる手段は何か。それはお客
さまの要望をよく聞き、それを具現化させていくこ
とであった。具体的には、発注先メーカーが製作す

る「製品」を構成する主要な部品やその製品を生産
する装置を造っていくことだ。それもマス生産によ
るものではない。「そこそこの数しか必要ないが、ど
うしても相手が必要なもの。大量に製造出荷はでき
ないが、いわゆるニッチに特化していくべき」と吉
田会長は言う。吉田製作所の根本的な考え方はここ
にある。
　具現化していく取り組みは、社員にも浸透してい
る。「ああやりたいな。こうやりたいな。こんなもの
はどうだろう」と、社員皆で意見を巡らせる社風が
吉田製作所にはある。
　「夢を持たないと、人間はなかなか稼ぐ気になれ
ない。失敗もあると思うが、いいんです。自分達が
開発し製造したものを実際に工場内で動かしてみる。
それを社員全員で見る。
社内総見ですよ。すると、
完成した喜びが沸き出て
くる。しかし一方で、こ
こをこうした方が良かっ
たな、という改善案も出
てくる。それを社員全員
で共有していく。そこか
ら次への意欲が生まれ、
こういう仕事をどんどん
やっていこう！という気
持ちが出るんです」と吉
田会長は言う。
　
■一人３役からの革新的取り組み
　吉田製作所の社員は23名、全員が正社員である。
製造、加工、組み立てなど、多岐に渡る中で、社員
一人一人が専門に特化しているわけではない。吉田
製作所の強みは、製造の現場に携わる人全員が業務
を兼務できるところにある。例えば、設計ができれ
ば組立もできる。加工一つとっても旋盤をやったり
フライスをやったりという現状である。一人３役を
こなすことは、一部に専門が偏ることなく、広い視
野で現状をとらえることができ、またそこから次へ
つながる課題、提案、創造などが生まれる。「多能工

代表取締役会長
吉田 功 氏

機器部主任の山口さん。開
発する喜びについて「今ま
で無いものを造ることで
社会における存在感を感
じています」
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的な人材を育てていきたいんです。うちの社員は常
に勉強してますよ。まず、本を読んでいます。そし
て、いろんな見本市に出向いて、見て、多くの人と
話をして、多くを吸収しています。だから仕事中に
も前向きで多くの声が出てきますよ」と吉田会長は
言う。
　そんな中、業務の核となり、吉田会長の両腕のよ
うな存在の社員が５人いる。吉田会長はその５人を
「吉田製作所の五奉行」と呼ぶ。この五奉行と一緒に
知恵を出し、ロマンを求めて開発した独自の商品が
ある。「水中ロボット　ザリガニくん」である。この
水中ロボットは、水槽の底を掃除するロボットで、
同時に亀裂、ひび割れをチェックし、撮影するとい
う。吸い上げた汚泥は、固めてから分析に回すこと
ができる。このようなロボットを開発した経緯につ
いて、「私達に美味しい水を供給している浄水場で、
これまで何度か清掃中のダイバーが酸欠等の事故で
亡くなっています。そこで、人間の代わりにロボッ
トができるようになれば良いと思ったんです。人間
が行う清掃と違って、巻き上げる汚泥の量も少なく
て済むし、清掃中に水道供給をストップする期間も
短くて済みます。大量生産しようとも思わないし、
多くを販売しようとも思いません。世の中の役に立
てばいいんです。それこそロマンと道楽の世界です
よ」と言う。

■地元製造業への想い
　経営者は自社の経営だけで手一杯になりがちであ
るが、吉田会長は長井市の製造業全体のレベルアッ
プにまで目を向け、注力されてきた。「中小企業は人
材が大事。育てて長井市内で雇用する。これによっ
て地元の中小企業のレベルが上がっていくんです」

と吉田会長は言う。
　地元の長井工業高等学校は、全国でも上位に入る
技能検定合格者数を誇る。また、ロボット関係に強
い学校としても有名である。このようなすばらしい
実績の背景には、吉田会長を中心としたメンバーに
よる取り組みがあった。学校教員と地元製造業が交
流を密にし、現場に即したカリキュラムの検討を
行ったり、教員が製造の現場で直に実習したりして、
技術レベルや教育レベルの向上につなげてきた。こ
の他、生徒が直接機械に触れられるようにと、企業
が使わなくなった機械設備を学校へ寄贈したことも
ある。そして、このように工夫して教育した人材を
地元で雇用していくのである。こういった取り組み
からも、吉田会長の地元に対する真剣な思いが見て
取れる。
　
■次の創造への取り組み
　吉田会長がいつも社員に言っていることは、『私が
やる！明るくやる！協力してやる！』の意識を持っ
てやっていこうということだ。「そのためにコミュニ
ケーションを取っていきたい。そこから創造が生ま
れ、良い知恵が生まれる。でもまだまだですよ」と
言う。しかし、吉田会長の考えが社員の中にしっか
りと浸透している様子をみると、創造につながるさ
まざまな知識を吸収した、レベルの高い社員が一層
活躍していくことは間違いないと感じた。
　　　　　　（フィデア総合研究所　丹野竜太郎）
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ロマンと創造の結晶　水中ロボット「ザリガニくん」




